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1. 授業の概要（ねらい）
現代はデジタルデバイスが徐々に学校教育の現場に導入されています。しかし、黒板やホワイトボードに授業の要点を記
述しながら説明を行う「板書」はいまだ最もスタンダードな方法です。よって、板書におけるスキル「板書力」は教師にとって
必要不可欠と言えるでしょう。本授業では、そうした板書力の最も重要な「文字を正しく丁寧に書く」スキルの養成を目指し
ます。

2. 授業の到達目標
小学校国語科書写にならい、学校教育における板書の基礎、縦書き・横書きの板書実体験を通して正しく整った文字を書
く為の基礎力を身につけることを目標とします。

3. 成績評価の方法および基準
提出物（80％）、その他、授業への取り組みなどの平常点（20％）で評価します。

4. 教科書・参考文献
教科書
必要に応じて資料を配布します。

5. 準備学修の内容
手書き文字は板書の基礎であり、メモをとる、ノートをまとめる、大学生の日常の中で「文字を正しく丁寧に書く」ことを心掛
けることが、板書力向上への近道です。この授業を受講をする学生は、日ごろから「文字を正しく丁寧に書く」ことを心がけ
てください。

6. その他履修上の注意事項
初回の授業時に受講者数調整を行います。初回以降の受講者調整は行いませんので、受講を希望する学生は必ず初回
の授業に出席してください。

7. 授業内容
【第１回】 ガイダンス（LMSにて実施）※抽選による人数調整を行います。
【第２回】 文字を正しく丁寧に書くための基礎知識①
【第３回】 文字を正しく丁寧に書くための基礎知識②
【第４回】 板書の基礎実習‐基本点画の書き方①
【第５回】 板書の基礎実習‐基本点画の書き方②
【第６回】 板書の基礎実習‐基本点画の書き方③
【第７回】 板書の基礎実習‐字形の取り方➀長短と画間
【第８回】 板書の基礎実習‐字形の取り方②交わり方と接し方、方向について
【第９回】 板書の基礎実習‐字形の取り方③左右の部分形から構成される文字
【第10回】 板書の基礎実習‐字形の取り方④上下の部分系から構成される文字
【第11回】 板書の基礎実習‐字形の取り方➄内外の部分系から構成される文字
【第12回】 板書力を高める‐縦書きの行構成を考える‐
【第13回】 板書力を高める‐横書きの行構成を考える‐
【第14回】 板書実習
【第15回】 まとめと課題提出


